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   京都大学フォーミュラ KART  

第11回学生ﾌｫｰﾐｭﾗ大会 総合優勝！ 

 

 平成25年9月3日～7日、小笠山総合運動公園

(ECOPA) で開催された「第11回学生ﾌｫｰﾐｭﾗ大会」に

て、京都大学ﾌｫｰﾐｭﾗ KARTﾁｰﾑ が、念願の総合優

勝を果たしました！ 平成5年12月のチーム立ち上げ

から10年目の悲願達成です。 

 

 ●ＫＡＲＴからの優勝報告はP.11をご覧下さい。 
  

 

 

 

京都大学フォーミュラKARTﾁｰﾑ  

  総合優勝おめでとう！ 

         京機会会員一同 
  

 決勝レース当日は、KART OBのほか、中部支部若手

会主催「学生フォーミュラ京大チーム応援ツアー」

も開催され、熱い声援の中の見事な勝利でした。 

 

 

 

スキッドパッド賞 2位 / オートクロス賞 2位 

耐久走行賞 1位 / 省エネ賞 3位 

軽量化賞 3位 / ジャンプアップ賞 3位 

ベストサスペンション賞 2位 

日本自動車工業会会長賞 / ICV特別賞 

ICV総合優秀賞  

経済産業大臣賞 静岡県知事賞 

 

 平成25年度の京機会秋季大会・総会は、桂

キャンパスにて開催いたします。 

 

  

  

 
 

 当日は、三菱重工業㈱ 

和仁 正文氏(S48)による

特別講演会『 ガスタービ

ンコンバインドサイクル

発電の技術動向 』のほか、

桂キャンパスＣ3棟内の見学も予定しています。 

多数のご参加をお待ちしております。 

●詳細はP.2をご覧下さい。 

 

  
 

 物理系四専攻桂キャンパス移転記念式典・祝賀会 

が、平成25年5月11日(土)に開催されました。 

 名誉教授、桂坂学区自治会関係者、松久 寛京機会会

長(S45)のご臨席のもと、実行委員長の小森 悟前工学

科長(S48)により、記念式典が華やかに開催されました。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
  

 

   

 祝賀会に、京機会と物理

系他専攻同窓会が合同で、

鏡開きの樽酒を寄贈させ

ていただきました。 

 

 

 

 

 No.33 平成25年(2013年)秋号 
 

京機会事務局  

〒615-8540 京都市西京区京都大学桂 C3棟b棟4階(b4S13)                           

 TEL＆FAX:075-383-3713 URL:http://www.keikikai.jp/ 

                 物理系四専攻 

         桂キャンパス移転記念式典 

  京機会秋季大会のご案内 

 ～ 桂キャンパス 移転記念大会 ～ 

■ 受賞内容 

       ～ 会長による鏡開き ～ 
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 平成２５年度 京機会秋季大会・総会開催のご案内                  

 

   

  

  日 時：平成２５年１１月２３日(土・祝)   １３：３０～１９：３０  

 会 場：京都大学 桂キャンパス Ｃクラスター Ｃ３棟・ 船井哲良記念講堂 

 行 事： 

   ＜大会受付＞ １３：００～１３：２５  桂キャンパス Ｃ３棟  

 １. 桂キャンパス見学             １３：３０～１４：３０ 

 ２. 京機会総会                １４：４０～１５：４０      

 ３. 学生フォーミュラ KART 優勝報告      １５：４５～１６：１５   

 ４. 特別講演会                １６：２０～１７：２０     

        『 ガスタービンコンバインドサイクル発電の技術動向』 

            和仁 正文 氏(Ｓ４８) 三菱重工業(株) 常務執行役員   

     三菱重工は大型ガスタービンで唯一の国産メーカとしてGEやSiemensと世界市 

      場で対抗しているが、その歴史は高温化・高効率化の開発・改良の歴史であり、  

   それを支える技術は材力・流力・熱力・振動など機械工学要素の集大成製品で 

   す。その開発の歴史と現状についてのご紹介とプラント熱効率の推移について 

   も簡単にご紹介します。 
 

 ５．懇親会                        １７：３０～１９：００   

   会 場：船井哲良記念講堂 

   会 費：一般会員 ４,０００円  会員ご家族は無料  

       学生会員 １,０００円  

 ● ご家族の参加も歓迎いたします。ご家族参加の場合は、大会参加申込時にその旨ご回答下さい。 

 ● 自由な服装でお越しください。  

 ● １１月１３日(水)までに、同封のハガキもしくは、京機会ＨＰ(http://www.keikikai.jp/)からの 

   参加申込をお願いします。(但し、二重受付登録防止のため出欠回答はどちらか一方でお願いします。) 

 本大会を下記により開催いたします.出席下さいますようご案内申し上げます。 

桂キャンパス移転後初めての大会です。ご家族の参加も歓迎いたします。 

● ご来学の際は、下記時刻表をご参照ください。降車は、C3棟は「桂御陵坂」、船井講堂は「京大桂ｷｬﾝﾊﾟｽ前」です 

● 桂キャンパスまでの所要時間は、「阪急桂駅 ～ 約15分」「JR桂川駅 ～ 約20分」です。 

● 自家用車でお越しの場合は、空いているスペースをご利用いただけます。なお、飲酒運転は固くお断りいたします。 

← Ｃクラスター Ｃ３棟 
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平成25年度 京機会春季大会・総会のご報告 

 関東支部主催による平成25年度春

季大会・総会は「温故知新」をコン

セプトに、平成25年4月13日(土)、

日本工業倶楽部で開催されました。 
 

JR東京駅の丸の内北口を降り、新改築された駅

ビルの赤レンガを出ると、目前には青空を突き上

げてビルが並びますが、信号を渡って北西に1分ほ

ど歩くと正面玄関両脇を石柱で囲った優雅な建物

が現れます。屋上には小倉右一郎作の坑夫と織女

の像が立ち、丸の内の喧騒を見下

ろしています。正門を入ると、正

装の紳士が入場者の一人一人と穏

やかな視線を交わしていて、多く

の国賓を迎えたという、日本工業

倶楽部創立当時の雰囲気を今も残

しているようでした。 

 今回の春季大会・総会、特別見学ツアーではJR東

京駅と三菱一号館の見学会が行なわれ、「温故知新」

を実体としても堪能できる企画となりました。  
 

 

 

 

 

◆特別見学ツアー：10：00～12：00 

(1)三菱一号館 見学ツアー(参加者39名) 

(2)JR東京駅 見学ツアー (参加者21名) 

◆講演会・総会：13：00～  (参加者120名)  
・講演Ⅰ：「 設計図面のデジタル化 

       (タイタニックと三菱一号館) 」 

 井手亜里氏(S52、京都大学機械理工学専攻教授) 

・総 会 

・講演Ⅱ：「スカイツリー建設クライミング 

             クレーン技術紹介 」     

  蔦森正憲氏(IHI運搬機械㈱運搬ｼｽﾃﾑ事業部) 

◆懇親会：16：00～ (参加者99名) 

◆翌日行事：平成25年4月14日(日) 

(1)第7回 写真同好会 <皇居東御苑コース> 

(2)ゴルフ会 

－ 特別見学ツアー － 

 特別企画として、10時～ 見学ツアー2コースを開

催しました。三菱一号館コースは39名、JR東京駅

コースは21名の計60名の会員とご家族に参加いた

だきました。 

 － 講演会Ⅰ － 

 本年度大会は、関東支部

事務局長 能勢幸嗣氏(H3)

の司会により、井手亜里教

授(S52)による講演から始

まりました。仏像、日本絵画

などの美術品や、タイタニック号、建造物の設計図

などのデジタルアーカイブ化とその著作権の問題、

画像からの分析などの先端的な試みと、世界的に広

がる活動の現状などのご紹介がありました。  

－ 総会 － 

14:00からは、教訓とユーモアに富んだ松久寛京

機会会長(S45)による挨拶の後に、秋季大会、交流

会、ニュースレターや短信の発行、修了記念パー

ティー、工場見学などの平成24年度活動報告が椹

木哲夫代表幹事(S56)より行われました。 

また、平成24年度決算報告/平成25年度予算報告

(西脇眞二教授(S61))、監査報告(中谷征司氏

(S37))が行われ、支部報告では、小谷重遠関西支

部長(S44)、鎌居健一郎中部支部長(S53)、山本謙

中国四国支部長(S50)、千々木亨九州支部長

(S54)、藤原健司関東支部長(S44)より、それぞ

れ、大きな支部は大所帯を生かした多彩な企画

が、また小さな支部は井戸端的コミュニケーショ

ンとそれぞれの土地の利を生かした企画が報告さ

れました。京機会が学科の同窓会として日本有数

の活性を有していることを改めて感じさせられま

した。また、椹木代表幹事より平成25年度の活動

方針が発表され、引き続き、会則改正、役員改

選、質疑応答が行われました。なお、秋季大会･総

会は桂で行われることなども報告されました。 
 

－ 講演会Ⅱ － 

15:00からは、IHI運搬機械㈱蔦森正憲氏より、

スカイツリー建設に用いられたクライミングク

レーンの様々な基礎技術が紹介されました。400m

以上の高さまで巻き上げる東京スカイツリーなら

ではの技術要素、そもそも、最後まで使用したク

レーンはだれがどうやって地上に下ろすのか、な

どなど、みな興味津々の様子でした。 
 

－ 懇親会 － 

懇親会は同じく日本工業

倶楽部の素晴らしい内装に

囲まれて行われました。 

矢部寛名誉教授(S35)作成

の「京都大学機械系工学教

室講座の流れ」が、さらに

京機会所属研究室の系譜(http://keikikai.jp/

honbu/keifu20130404.pdf)として更新されたのを

機会に、懇親会では分野のおおむねの系譜ごとに

OBが集合して写真撮影が行われ、コミュニケー

ションの場をさらに盛り上げました。 
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                平成25年度京機会役員 (敬称略) 

      ◎*は新任、正:は正幹事、副:は副幹事の略 

【会長】松久 寛*(S45) 

【副会長】塩路 昌宏*(S50) 

  小谷重遠*(S44､関西S)、藤原健嗣*(S44､関東S) 

  鎌居謙一郎(S53､中部S)、 

 山本 謙*(S43､中四国S)、千々木 亨*(S50、九州S)  

  上島瑞穂*(H25､学生会) ◎ Sは支部長の略  
 

【監事】中谷征司(S37)、川辺泰嗣(S40) 

    森 雅彦(S60) 

【代表幹事】正:椹木哲夫(S56)、副:中部主敬

(S56) 

【会計幹事】正:西脇眞二(S61)、副:田中和人(H6) 

【常任幹事】 

 地区代表幹事： 

 (関西)小宮山 優*(H12)、(関東)山下真司*(S63)    

 (中部)河野惠介(S58)、(中四国)小川 誓*(S62) 

 (九州)入船佳津一*(S60) 

 大学側幹事: 

 (関西)  正:杉江俊治(S51)、副:松原 厚(S60) 

 (関東)  正:吉田英生(S53)、副:北條正樹(S54) 

大学側幹事: 

 (中部) 正:松野文俊(S56)、副:田畑 修(S54) 

 (中四国)正:琵琶志朗(H2)、副:安達泰治(H2) 

 (九州)  正:井手亜里(S52)、副:蓮尾昌裕(S61) 

 (名簿担当) 中西弘明(H4) 

 (広報:ﾆｭｰｽ)正:蓮尾昌裕(S61) 

      副:富田直秀(S54) 

 (広報:HP) 泉井一浩(H8)   

 (学生会)  岩井 裕(H5)、河野大輔(H17)   

 (教室代表：機械系) 中部主敬*(S56) 

 (教室代表：ｴﾈﾙｷﾞｰ) 塩路昌宏(S50) 

 (教室代表：情報)  杉江俊治(S51) 

 学生会:松本 航*(H25) 
 

【通信・情報担当】山田崇恭*(H19)  
 

【顧問】矢部 寛*(S35)、久保愛三(S41)、 

    藤川卓爾*(S44)  

【運営委員会】運営委員長：塩路昌宏(S50) 

 久保愛三、熊澤正博、小谷重遠*、山本 謙*、 

 千々木 亨*、鎌居謙一郎*、吉田英生、 

 北條正樹、椹木哲夫、西脇眞二、山口美賀(H15) 

平成25年度会費 3,000 円の納入をお願いします。  

 本会の運営は皆様の会費によって支えられており

ます。年会費は主に事務局の維持、ニュースの発行

など全会員に関連する目的に使われており、各行事

は主にそのつど追加で徴収する参加費で運営されて

おります。これらの点をご理解の上、年会費をお納

めいただきたくお願い申し上げます。  

 なお、各行事参加は当該年度の会費納入を前提と

させていただきます。  

 会費ならびに寄付ともに同封の振り込み用紙をご利用

下さい。振込用紙は返信はがきと一体となって印刷され

ております。会費納入の際は、会費最新状況お知らせ欄

に記載されている納入状況を今一度ご確認下さい。 

●永年会員登録のお勧め 

 1976年以前ご卒業(60歳以上)の会員は、永年会費6万

円を納入することにより、その後の年会費納入の必要は

なく、生涯会員サービスを受けられます。積極的にご登録

下さい。(但し、登録に際し既払込会費の返金は致しません。) 
 

●インターネットバンキングもご利用できます。 

 右記の口座に、振込手数料を除いた金額をお振込下さ

い。(今後、年会費振込手数料は全て京機会負担といたします(海

外送金は除く)) 

＃口座名は全て「京都大学機械系工学会」です。 

  ゆうちょ銀行 〇九九店
ぜろきゅうきゅう  

(099) 当座預金 0116821  

  みずほ銀行  出町支店(587) 普通預金  1048630  

  郵便振替口座 00990-8-116821 

●クレジットカードによる会費納入も可能です。 

 京機会ホームページの「会費納入のお願い」のページ

から会費納入用紙をダウンロードして、必要事項をご記

入のうえ、指定連絡先へFAXでお送り下さい。 

●京機会年会費自動引落としのお勧め 

 各位の振込みの手間を省くため、また、事務局の作

業を大幅に減らし経費を削減するため、京機会年会

費を自動引落としにしていただくことを、是非お願

い申し上げます。申請用紙は、毎年、京機会ニュース春

号に同封しております。 また、京機会ホームページの「会

費納入のお願い」のページからダウンロードできます。 

振込手数料は京機会負担ですので、是非ご利用下さい。 

 なお、ご利用時は下記注意事項をご確認下さい。 

①申請依頼書は下記京機会事務局宛にご郵送下さい。 

 〒615-8540 京都市西京区京都大学桂 C3棟 4階 ｂ4S13  

 京都大学工学研究科 機械系教室内 京機会事務局 

②今年度分の会費は来年6月に来年度分とまとめて引き落と  

  されます。再来年以降は6月にその年度の会費が引き落とさ 

 れます。  

●クレジットカードによる会費納入も可能です。 

 京機会ホームページの「会費納入のお願い」のページ

から会費納入用紙をダウンロードして、必要事項をご記

入のうえ、指定連絡先へFAXでお送り下さい。 
 

 ご寄付のお願い 

 本会では寄付をお願いしております。 前号以来、

下記に記載いたしました方々からご寄付をいただい

ております。ご報告申し上げると共に、厚く御礼申し

上げます。引き続き、皆様方には、寄付へのご協力を

賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 
 

会費納入のお願い 

平成24.25年度ご寄付者( H25.2.7～H25.9.16 ) 
 

渡辺 寛 様(1952)  元木敏雄 様(1967)  
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京機会 平成24年度決算ならびに平成25年度予算 

平成25年度京機会学年幹事(敬称略) 

 

(注1)該当アドレスへ送信すると、学年評幹事の登録メールアドレスに自動転送されます。本内容はある種の個人情報です。 

     各位にはお取り扱いには十分にご留意下さい。 

(注2)アドレスの後ろは、@keikikai.jp をつけてください。  

(注3)上記一覧の「E-mai」項目に「無」と記載されている場合、現時点では、本連絡システムはご利用いただけません。 

(注4)本連絡システムに対するご質問・ご意見等のご連絡は、京機会事務局 (TEL：075-383-3713 E-Mail：jimukyoku@keikikai.jp) まで。 

平成25年度学年幹事は下記の通りです。各位には本年度もご協力の程よろしくお願い申し上げます。 
 

  秋季大会・総会当日、全体幹事会を、総会会場と同じ＜C3棟 講義室1＞にて、12：00～13：20開催いたします。 

幹事各位には万障お繰り合わせの上ご出席の程よろしくお願いいたします。幹事会の詳細案内は、別途お送りします。 

（注）H25年度予算中の「90000円」は、特別会計からの特別繰入金 

卒業年 氏 名 E-mail 卒業年 氏 名 E-mail 卒業年 氏 名 E-mail 卒業年 氏 名 E-mail 

1947 中井  肇 1947hyogiin 1963 中川  哲 1963hyogiin 1980 奥田  寛 1980hyogiin 1997 佐野 智一 1997hyogiin 

1948 岐美  格 無 1964 垣野 義昭 1964hyogiin 1981 椹木 哲夫 1981hyogiin 1998     

1949     1965 奥田 雄三 1965hyogiin 1982 矢辺 保行 1982hyogiin 1999 藤本  亮 1999hyogiin 

1950 小澤 和雄 1950hyogiin 1966 中嶋 邦彦 1966hyogiin 1983 永瀬  豊 1983hyogiin 2000 小田  豊 2000hyogiin 

1951 吉川 和彌 1951hyogiin 1967 藤川 卓爾 1967hyogiin 1984 横小路泰義 1984hyogiin 2001 土井謙太郎 2001hyogiin 

1952 山本  巌 1952hyogiin 1968 来田 浩毅 1968hyogiin 1985 田坂 誠均 1985hyogiin 2002 金田 靖弘 2002hyogiin 

1953旧 乾  宰人 無 1969 小谷 重遠 1969hyogiin 1986 蓮尾 昌裕 1986hyogiin 2003 吉冨  聡 2003hyogiin 

1953 西田  弘 1953nhyogiin 1970 各務 嘉郎 1970hyogiin 1987 川上 浩司 1987hyogiin 2004 安富 亮太 2004hyogiin 

1954 岡崎 順応 1954hyogiin 1971 三津田恒夫 1971hyogiin 1988 玉川 雅章 1988hyogiin 2005 向 朋作朗 2005hyogiin 

1955 田中 道七 1955hyogiin 1972 秋山 雅義 1972hyogiin 1989 石谷 善博 1989hyogiin 2006 勝野 友介 2006hyogiin 

1956 橋本  昌 1956hyogiin 1973 増本 雄治 1973hyogiin 1990 川那辺 洋 1990hyogiin 2007 長谷川寛晃 2007hyogiin 

1957 坂戸 瑞根 1957hyogiin 1974 田上 眞 1974hyogiin 1991 高橋 俊雄 1991hyogiin 2008 所  哲哉 2008hyogiin 

1958 野田 忠吉 1958hyogiin 1975 塩路 昌宏 1975hyogiin 1992 須山  徹 1992hyogiin 2009 松本 洋平 2009hyogiin 

1959 柴田 俊忍 1959hyogiin 1976 杉江 俊治 1976hyogiin 1993 岩井  裕 1993hyogiin 2010 工藤 朋也 2010hyogiin 

1960 矢部  寛 1960hyogiin 1977 星出 敏彦 1977hyogiin 1994 茨木 創一 1994hyogiin 2011 荒井 未来 201hyogiin 

1961 井上 悳太 1961hyogiin 1978 上原 一浩 1978hyogiin 1995 小森 雅晴 1995hyogiin       

1962 吉岡  肇 1962hyogiin 1979 坂口 保彦 1979hyogiin 1996 泉井 一浩 1996hyogiin       
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関西支部からのお知らせと報告 

支部だより 

   上期の活動報告と今後の予定 
 

■ 産学懇話会 (会場:京大吉田ｷｬﾝﾊﾟｽ物理校舎216室) 

第38回:平成25年7月6日(土) 参加者:41名 

1) エレクトロニクス分野における、電子部品の新規 

 事業創出と私の経験そして学生に望むこと 

   パナソニック㈱ 常務取締役 野村 剛氏(S51) 

2) レスキューロボット開発と実用化への課題 

   京都大学 教授 松野文俊氏(S56) 

第39回:平成25年10月19日(土) 参加者募集中  

1) 発電用ガスタービンの技術動向 

  三菱重工業㈱ 原動機事業本部 田中克則氏(S61) 

2) ガスエンジンコジェネレーションの動向と課題 

  ヤンマー㈱小形エンジン事業本部 西村章広氏(S60) 

3) これからの自動車        京都大学 塩路昌宏 氏(S50) 
 

■ 異業種交流会   
第34回:平成25年8月2日(金) 参加者:24名 

・会場:㈱新日本テック 

・講演: 

 「寿司屋型ものづくり」～ソリューション提案の推進と企  

 業連携活動～  代表取締役社長 和泉康夫 氏(S61) 

■ 京機カフェ  

詳細、申し込みは関西支部ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを参照下さい。 
 

● MOT研究会   

第45回:平成25年2月22日(金) 参加者:15名 

･場所:大阪弥生会館 

･講師:京都大学経済学部教授 宇仁宏幸氏 

･講演:「日本の人口縮小にともなう経済的諸問題」 

● 京機会MOTセンター(KMC) 

6月26日の総会で解散が決議され、「イノベーショ

ン研究」を引き継ぐ形で「京機カフェ･イノベー

ション研究会」が設立されました。 

● 文楽鑑賞会   

第10回:平成25年8月3日(土) 参加者:22名 

・場所:国立文楽劇場  

・演目:妹背山婦女庭訓(いもせやまおんなていきん) 
 

● 若手交流会 

第14回:平成25年2月16日(土) 参加者:7名 

･内容:西陣織手織り体験＠京都 

第15回:平成25年 6月16日(土) 参加者:10名 

･内容:藍染め体験＠奈良  
 

● ビジネス倶楽部 

第3回:平成25年6月13日(木)参加者:17名 

･会場:タツタ電線㈱ タツタテクニカルセンター 

･講演:「タツタ電線における新規事業の歴史と今後の取

り組み」代表取締役社長 木村政信氏(S58) 

              専務取締役  橋本和博氏 

･見学会:ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ、機能性フィルム工場見学 

● 産業遺産探訪  

第2回:平成25年6月20日(木) 参加者:17名 

･場所:鋳物民俗資料館(枚方)鴻池新田会所(東大阪) 

･テーマ:江戸時代の金属加工と農業経営 

･内容:当時の状態に復元保存された施設の現地見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3回(予定):平成26年5月24日(土) 

･場所:有形文化財･近代化産業遺産 大阪倶楽部会館 

･テーマ:戦前・戦中(1920～40年代)の産業遺産 

･内容:安井武雄設計の会館を細部まで見学 

  織田剛氏(H2)による「飛行機」の話を聴く 

● ゴルフカフェ  

第2回:平成25年3月7日(木) 参加者:9名 

･場所:ロータリーゴルフクラブ(神戸市北区) 

第3回:平成25年11月9日(土) 参加者募集中 

･場所:ロータリーゴルフクラブ(同上) 
 

● 大阪あそ歩  

第2回:平成25年3月23日(土) 参加者:13名 

･場所:大阪市平野区平野郷 ｢環濠都市･平野郷めぐり｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第3回:2013年9月28日(土) 

･場所:大阪府堺市 自治都市・堺めぐり 
 

● 京都あそ歩 

第1回(予定):平成25年12月7日(土) 

･場所:京都市伏見区 伏見の酒蔵などを見学 
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 支部だより      

     

● ミュージックカフェ  

第1回:平成25年4月12日(金) 参加者:8名 

･場所:大阪梅田 AZUL 

･内容:ジャズボーカリスト石田裕子さん＆ピアノ･ドラムの

ライブと食事＆ドリンク 

第2回:平成25年10月26日(土) 参加者募集中  

･場所:京都青山音楽記念館(阪急「上桂」) 

･内容:Erika Dohi & Mivos Quartet in Kyoto  

～ ピアノと弦楽カルテットのコラボレーション  ニュー

ヨークからの風～ 

■ 京機九日会 

･平成25年度 

･開催日：偶数月9日(2/9, 4/9, 6/10, 8/9, 10/9)  

 11時～14時 

･場所：中央電気倶楽部(大阪・堂島) 

･幹事：S42年卒組 

詳細は京機会ホームページをご覧下さい。 

■ 京機・京都の会 

･開催日:3、7、9、12月の第一土曜日、11時から 

毎回40分程度の話題提供の後、会食･懇談 

･場所:ウエスティン都ホテル(蹴上)  

･内容:京都近辺の京機会会員交流会 

開催日、開催場所は再検討中で変更になる可能性が

あります。詳細は京機会ホームページを覧下さい。 

 

■ ここのえ会 

 京機会の会員および会員子女を主な対象とした結婚

支援活動組織「ここのえ会」では、より多くの出会いを実

現するため入会登録者数の拡大に努めています。事務

局において積極的なＰＲを展開するとともに、会員の皆

様にも積極的な口コミＰＲをお願いいたします。会の詳

細やお問い合わせは京機会ホームページをご覧下さ

い。 
 

■ 2回生工場見学への協力 

 機械系教室は、2回生の工場見学会を大学の創立記

念日に合わせて開催しており、関西支部も本企画に協

力しています。本年度(6月18日開催)は、本支部幹事会

社の1つであるパナソニック㈱を見学いただきました。(も

う1社の見学先はイトーキ㈱) 学生たちが将来感じるで

あろう機械工学技術者の役割や責任を、直に感じること

ができたものと考えています。 

第11回 ゴルフ会のご報告  

 関東支部主催の平成25年度京機会総会の翌日4月

14日(日)に、併設ゴルフ会を江戸崎カントリー倶楽

部で11名が参加して行いました。大学から椹木哲夫

教授(S56)と松原厚教授(S61)にもご参加いただき、

熱戦の結果、第10回に続いて濱中卓氏(S43)が栄えあ

る優勝杯を獲得しました。準優勝は樋野悦司氏(S58)、

ブービー賞は前野幹彦氏(S42)が受賞されました。  

第7回 写真同好会撮影会のご報告  

 同じく総会併設企画として4月14日(日)皇居東御苑に

て開催しました。5名と少数でしたが、初参加も2名とフ

レッシュな顔ぶれで、春の御苑を散策しながら思い思い

にシャッターを切りました。また、関西支部から並木宏徳

氏(S44)もご参加頂き、楽しいお話を交えながらの撮影

会となりました。 

第4回 MOTセミナーのご報告  

 7月6日(土)京都大学東京オ

フィスにて、四国電力㈱常勤

顧問の石崎幸人氏(S43)より

「エネルギーの需給における

原子力発電の役割と原子力

発電の安全性の向上」というテーマでご講演いただきま

した。ホットなテーマでもあり、若手からも多数の質問が

あり、非常に盛り上がりました。 

第8回 若手交流会のご報告  

 7月6日(土)MOTセミナーの懇親会を兼ねて第8回目

となる若手交流会を行いました。交流会では、石崎氏を

若手や参加者が囲んで表からではわかりにくい原発の

話題に関して、質問や議論を重ねました。参加者は、機

械系の思い出話から、普段の業務では得られない議論

迄、思い思いに交流を深め大変有意義な会となりました。 

第12回 ゴルフ会のご報告  

 9月14日（土）に万木城カントリークラブで行いました。 

台風直前の晴天のもと10名のメンバーが参加し全員がグ

ロス100切り、2位と4位と 下位が同グロススコアという近

年稀に見る接戦を繰りひろげました。優勝は前野幹彦氏

(S42)が、ベストグロスは角知則氏（S55）が獲得されました。  

 第12回 異業種交流会のご案内  

◆日時：平成25年11月15日(金) 14時集合 

◆場所：ソニー本社( 寄：JR品川駅) 

詳細は、京機会HPにてご確認ください。  

平成26年度 関東支部総会及び新年会のご案内 

 平成26年度支部総会･新年会は、以下の日程で

開催します。関東支部会員は同封の案内をご確認下

さい。詳細は、京機会HPにも掲載しております。   

日時：平成26年2月1日(土) 13:00 ～ 

場所:日立金属高輪和彊館(品川駅から徒歩10分) 

関東支部からのお知らせと報告 

平成26年度 関西支部総会及び新年会のご案内 

 平成26年度支部総会･新年会は、以下の日程で開催

します。関西支部会員は同封の案内をご確認下さい。 

 詳細は、京機会HPにも掲載しております。   

 日時：平成26年1月18日(土)  

 場所:ホテルグランヴィア大阪 
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 支部だより 

 鎌居健一郎支部長(Ｓ53)体制の2年目がスタート。

2013年度は「先進モビリティとモノづくりで切り開く未

来」をテーマに、モビリティにとことんこだわったイベント

を続々と開催しています。 
 

中部支部総会、講演会、懇親会の報告 

日時：2013年4月20日(土) 15：30～ 

場所：㈱デンソー D-Square  参加人数：73名 

講演： 「先進的モビリティと名古屋の街づくり」  

   名古屋大学グリーンモビリティ連携研究センター     

    森川高行 教授 

    「振興国向け二輪車技術の明と暗」 

   ヤマハ発動機 上席執行役員 MC事業本部第2 

    事業部長 三輪邦彦氏(S53) 

  森川先生は、モビリティ都市名古屋を舞台にドライバー

と歩行者が心地よく過ごせる街づくりをご提案頂きまし

た。三輪さんは、アセアンへの二輪市場拡大の秘訣を、

自らの悪戦苦闘のご体験を交え、解りやすくご紹介頂き

ました。懇親会では、若手の会の楽しい景品争奪クイズ、

KARTチームの爆笑アピールタイム、とあっという間の2.5

時間でした。 

 

技術交流会の報告 

日時：2013年4月27日(土) 13：00～ 

場所：トヨタ博物館 参加人数；15名 

見学 「トヨタ博物館バックヤード(保管庫)見学ツアー」 

 一般見学者は立ち入りできないバックヤードを京機会

のために特別に見せて頂きました。トヨタ自動車の車両

だけでなく、往年の名車がずらりと並ぶ保管庫は圧巻

で、杉浦館長自ら名車にまつわる裏話をご披露頂き、

参加者はみなさん少年に戻ったかのように目を輝かせ、

満面の笑顔！心躍るひとときでした。当日はトヨタ自動

車創設75周年記念イベントやGWイベントも開催中で、

家族参加者も大満足の楽しいイベントになりました。 

若手の会活動の報告 

 「学生フォーミュラ 京大チーム応援ツアー」 

日時：2013年9月7日(土)7:30～ 

場所：小笠山総合運動公園(ECOPA) 参加人数：11名 

見学：京大ピット、エンデュランス走行(決勝レース) 

「レース会場が中部にあるのに、中部支部が応援しなく

てどうする！」と鎌居支部長(S53)の鶴の一声で企画が

始動、杉原くん(H3)はじめ、KART OBが段取りを一手に

引き受け、京大ピットに京機会旗がはためきました。する

となんと、悲願の総合優勝！OB男泣き！ 高の１日に

なりました。 詳細は京機短信215号にて紹介しています。  
 

学生工場見学会併設技術交流会 

日時：2013年9月26日(木)～27日(金) 

見学：26日 ㈱森精機製作所、三菱自動車工業㈱ 

    27日 ㈱デンソー、トヨタ自動車㈱(※学生のみ) 

講演 「ｱｳﾄﾗﾝﾀﾞｰﾌﾟﾗｸﾞｲﾝﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞEV(PHEV)の開発」 

    三菱自動車工業㈱ 開発本部副本部長 

    久米建夫氏(S55) 

懇親会 26日 18:00～20:00 ㈱デンソー安城荘 

 OBも参加可能な26日には、三菱自動車の久米さんよ

り、PHEVの開発裏話をお話しいただきます。 

 当日の模様は次号でご報告いたします。 
 

2014年度 春季大会・総会のご案内 

 来春の春季大会は中部支部主催でｾﾝﾄﾚｱにて開催

します。講演も航空・宇宙に関わる方を予定しています。 

 大空に向かって元気一杯の中部をぜひご体感下さい。    

日時 2014年4月12日(土) 

場所 中部国際空港セントレアホール 

見学 「滑走路離発着見学ツアー」他 

講演（予定） 

(1) 京都大学大学院工学研究科 航空宇宙工学専攻 

   藤本健治教授 

(2) 三菱重工業㈱ 航空宇宙事業本部宇宙事業部長 

   淺田正一郎様 

懇親会 ALICEDINING(セントレア内)  

中部支部からのお知らせと報告 
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 支部だより 

秋の行事のご案内 
～ＴＯＴＯ見学会・支部総会～ 

 

 

TOTOといえば、トイレ、お風呂などの水周り中心とし

た生活密着型の企業イメージをお持ちかと存じます。

が、実はあまり知られていませんがパソコンや携帯電話

等のIT製品の製造過程においてもTOTO製品が活躍し

ています。例えば、半導体ICに微細な配線をパターニ

ングする半導体露光装置やプラズマエッチング装置に

もTOTOの先端技術が数多く採用されています。 

九州支部総会ではそのTOTO㈱の知られざるセラ

ミックスの先端技術をご紹介します。技術屋魂旺盛な皆

様にとって必見です。ご家族揃って是非ご参加下さい。 

平成25年度 春の行事のご報告 
～三井三池炭鉱関連史跡と柳川見学～ 

 

 
 

九州支部では去る5月18日に春の行事として九州近

代化産業遺産群の一つである三井三池炭鉱関連産業

史跡と柳川歴史史跡の見学ツアーを実施いたしまし

た。ご家族も含め総勢23名の方がご参加頂きました。 

1．三井三池炭鉱関連史跡見学 

見学では三池炭鉱を田舎炭鉱から

世界 大級の海底炭田に成長させた

団琢磨氏の足跡を辿りました。まず団

氏が建設した迎賓館である旧三井港

倶楽部を訪れ、午後には三池炭鉱の

主力坑道であった万田第二竪坑を見

学しました。今も坑道入口設備や石炭や鉱夫を輸送し

た当時の巻上機、周辺設備がそのまま残されており、

まるでタイムトンネルに迷い込んだようでした。石炭産

業科学館では、石炭と人類の関わりから、炭鉱の歴史

やしくみ、三池港の建設の経緯や構造まで幅広い知

識を得ることが出来ました。 

2．柳川史跡見学 

三池炭鉱見学後は柳川へ移

動し、柳川藩藩主立花氏別邸

であった料亭旅館御花で懇親

会を行いました。柳川藩藩主が

残した豪邸と庭園や宝物を見学

した後、会食ではムツゴロウなど有明海の珍味をたっぷ

り楽しみました。宿泊メンバーは翌日、北原白秋の生家

や水郷を見学して回りました。あいにくの雨模様でした

が、初夏の雨に薫り立つ柳川の水郷の水辺に白秋の

詩心の原点を垣間見ることが出来ました。 

中国四国支部からのお知らせと報告 

 

～ＴＯＴＯ見学会・支部総会～  

◆日時：平成２５年１１月 ９ 日(土) 

      ( 13時00分 JR中津駅 集合 ) 

◆場所：TOTOファインセラミックス㈱ 本社工場  

 見学後、支部総会を開催します。懇親会は、中津

郊外の秘湯 金色温泉「こがね山荘」で行います。 

<オプショナルツアー at 平成25年11月10日> 

黒田官兵衛と福沢諭吉の里 
～ 紅葉と昭和の街散策ツアー ～ 

 2014年の大河ﾄﾞﾗﾏ「軍師 黒田官兵衛」ゆかりの中

津城や福沢諭吉旧居などを散策します。昼食は、絶品

の鱧料理をご準備しております。昭和の街見学ｺｰｽ、

耶馬渓の紅葉見物ｺｰｽもあります。 
 

 ● 詳細は、メール案内ならび京機会HPでご確認 

 ください。申込みは京機会HPよりお願いします。 

平成25年度支部総会の報告 

日時：平成25年4月6日(土) 参加人数：32名 

場所: 倉敷(鷲羽ハイランドホテル) 

講演: 京都大学 井上達雄名誉教授 

 「日本刀と外国刀の科学 」 

 ＪＦＥスチール㈱ 黒田 茂氏 

 「自動車用ハイテンの強化機構と 

          ナノ組織制御への挑戦 」 

 特別企画では倉敷美観地区の「大原美術館」の見学

を行いました。見学時はあいにくの雨でしたが、会場の

鷲羽ハイランドホテルに到着した時には晴れ間も見え、

きれいな桜を満喫しました。 

 

平成25年度支部役員 

支部長   山本 謙(S50) 
副支部長  稲本 信秀(S52) 山田 仁(S54) 
      田中善一郎(S57)  琵琶 志朗(H2) 
監 事   三原 豊(S43)    
事務局長  小川 誓(S62) 
事務局次長 後藤 宏(S63) 
 

 

学生会員工場見学の報告 

 一昨年に続いて、平成25

年8月29日30日に学生会員

による中国地方の工場見学

(三井造船、JFEスチール、三

菱重工業、マツダ)を行いま

した。29日夜にはJFEスチー

ル広江クラブにて懇親会も

開催し、学生会員と親睦を深めました。 

支部役員連絡会，地区交流会のお知らせ 

 平成25年度の支部役員連絡会、地区交流会を、11

月9日(土)に広島市内で開催いたします。 

詳細は追ってご連絡します。 

九州支部からのお知らせと報告 
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  京機会・京機学生会SMILE 学生と先輩との交流会のお知らせ  
 

学生会員諸君！ 

学生会員の多数の参加をお待ちしています。 

講演会以外の詳細情報は、京機会からのE-mailや 

物理系校舎ロビーポスターにて確認下さい。 

日 時：平成２５年１２月１４日(土)  

    交流会：11：00～16：30 

    懇親会：17：00～18：30 
   

会 場：船井哲良記念講堂  

懇親会費：1000円 
  

  12/1までの申込みなら懇親会費は500円！ 

 ～ 学生と先輩との交流会とは ～ 
   

 本交流会は、学生が社会における「現実」を

知る教育活動の一環として、1999年より実施し

ております。本会は、京機会会員である先輩か

ら、在学生に対し、大学における勉強と実社会と

の仕事の関係、仕事のやりがい・心構えなどを

話していただいており、例年、学生の関心も大

変高く、勉学の動機づけや将来の方向付けに

も少なからず寄与しております。毎年、約100社の企業に参加いた

だき、各社からも好評をいただいております。 

京機会学生会SMILEからのお知らせと報告 

フットサル大会の報告 

 日時：平成25年4月20日(土) 

京機学生会SMILEの広報と機械系学生の親睦を兼

ねて行われてきたフットサル大会ですが、大変好評の

ため恒例イベントとなりつつあります。 
 

 

日頃運動する学生もしない学生も全力で楽しくプレー

し、学生同士での活発な交流が行われました。白熱し

た名勝負がいくつも行われ、応援席からは声援が送ら

れていました。優勝したチームにはSMILEから景品が進

呈されました。 

インターンシップ祭の報告 

日時：平成25年5月20日(月) 

昨年に引き続き、インターンシップに対する興味・関

心を高めてもらうため、実際にインターンに参加した

方々のお話を伺う場を設けました。 
 

 

イベントは司会者からの

質問を中心としたパネル

ディスカッション形式で行

われ、パネラーの方々が参

加された企業としまして、大

阪 ガ ス、YAMAHA、ア ー

サー・D・リトル、ディスコ、シスメックスといった非常に幅

広い分野からお招きしました。その後は上記以外のイン 

ターンシップに参加された方

も交えて小グループでの個別

質問タイムとしました。参加者

からは積極的に質問が飛び

出し、活発なイベントとなりま

した。また、インターンシップ

に参加された方々の体験談を冊子にしてまとめたイン

ターンシップ祭BOOKを配布しました。 

工場見学の報告 

支部のご支援を得て、8月29～30日に中国四国工場

見学を開催いたしました。 

        

 

 

 

 

 

 

 
 
 

また、11月21～22日に関東地区工場見学を開催い

たします。見学の模様は次号にて紹介いたします。 

 なお、機械システム学コース主催(9月26～27日)中部

工場見学にも共催協力いたしました。  

第８回 京都大学ホームカミングデイのご案内 

  

  

  

   

 第8回京都大学ホームカミングデイが、平成25年11月2日(土)に、百周年記念館をメイン 

会場として開催されます。当日は、稲盛和夫氏記念講演会や演奏会などが開催されます。  

 詳細は、京都大学ホームページにてご確認下さい。 

  ＵＲＬ：http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/news_data/h/h8/d2/news4/2013/131102_1.htm 
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活動のご紹介  

 学生フォーミュラは、学生達がマネージメント・デザイ

ン・製作・走行を行うオリジナルのフォーミュラカーで

す。マシンの速さだけでなく、製造にかかるコストや燃

費、実際に販売するための企画力なども採点される競

技です。初めはアメリカで1981年に発足しました。日本

では2003年に第1回全日本大会が開催され、今年で

11回目の大会になります。 

 私たち「KART」は第2回大会から継続して参戦して

おり、今年でチーム結成10周年の節目を迎えました。

現在メンバーは13名と少数精鋭のチームです。 
 

大会参戦レビュー 

 去る9月3日から7日までの5日間にわたり静岡県の小

笠山運動公園にて開催された第11回全日本学生

フォーミュラ大会に参加してまいりました。中国やインド

など海外の大学も含めた77チームが戦い、私たち京

都大学フォーミュラプロジェクト「KART」が総合優勝を

飾りました。 
 

■大会1日目 技術車検 

 綿密な対策が実を結び、軽

微な修正を行うのみで合格す

ることができました。 

■大会2日目 静的審査 

 コスト審査から始まりました。今年度はマシンの製造

コストの増加の影響もあり、13位でした。午後はデザイ

ン審査が行われ、堅実な車両設計開発手法をアピー

ルしました。3年連続デザインファイナル進出が決定し

ましたが、堅実なあまり新規性に乏しいとの指摘もあり

終的に4位となりました。プレゼンテーション審査は、

昨年の事業モデルをさらに発展させた発表を行い、4

位でした。 

 静的審査では上位と差を

開けられる結果となりました

が、動的競技での逆転をメ

ンバー全員で誓いました。 

■大会3日目 動的競技 

 天候の変化が激しく路面コン

ディションと時計を見ながらの

1st ドライバーのアタックが始ま

りました。アクセラレーション(加

速性)とスキッドパッド(旋回性)はとにかくタイムを残すと

いう方針で行い、2nd ドライバーは残りの時間の中で

ポテンシャル 大でアタックを行いました。スキッドパッ

ドは5/100秒差で惜しくも2位を獲得し、不利(エンジン

が単気筒の為４気筒には劣る)なアクセラレーションで

も9位を獲得しました。午後のオートクロス(タイムトライ

アル)では、1stドライバーがタイヤを使い切れずタイム

が伸びませんでしたが、2ndドライバーがきっちりと挽

回し、2位の好タイムをたたき出しました。 

 

■大会4日目・最終日 

 残りの競技はエンデュラ

ンス(耐久走行)と燃費の2

種目を2日間で競い合い

ます。我がチームは 終

日、5日目の 終組での

走行となりました。4日目

は入念な調整を行いました。 終日の 終組でのファ

イナルアタック、極度の緊張の中、今年度の車両(KZ-

RR11)は 後までその強さを

見せつけ、両ドライバーも安

定したタイムを刻み続け、耐

久走行でついに1位を獲得

しました。 

 静的審査の得点こそ伸び

ませんでしたが、動的競技で

圧倒的な得点を稼ぎ、KART

は創設10年目にして悲願の

総合優勝を達成しました。総

合2位との差はわずか3点差の接戦でした。 

最後に 

 ようやく、目標の総合優勝を果たすことができました。

このような結果に至ったのも偏に応援して頂いたスポ

ンサー・サポーターの皆様のおかげであります。 

 引き続き精進して、次は日本

大会連覇を目指してまいります

ので、今後とも私たち「KART」

にご支援・ご協力のほどよろし

くお願いいたします。 
 

京都大学フォーミュラプロジェクトKART 

2013年度プロジェクトリーダー 大橋  一輝 

                 FA 山路 伊和夫 

● チームメンバー 

  

  

  

 

 

  

 おかげさまでたくさんのトロフィーを獲得いた

しました。皆様の応援ありがとうございました。 

 新年度も新しいメンバー共々よろしくお願いい

たします。 

京都大学KARTからのご報告 

今年度リーダの大橋(左) 

新年度リーダの井澤(右) 
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一昨年の7月、5年ぶりに京大に戻ってまいりました。

以来、国際協力機構(JICA)のエジプト日本科学技術大

学(E-JUST)設立プロジェクト関連で、1年のうち8～9ヶ月

をエジプトにて活動しています。今回、何か原稿をとご

依頼をいただきましたので、この場をお借りしてE-JUST

について紹介させていただきます。 
 

  

 

 

 

 

 

E-JUSTは2010年に当時のムバラク政権によってアレ

キサンドリア市郊外のボルグ・エル・アラブという街に設

立されたエジプトの国立大学で、日本型の工学教育の

特長を活かした「少人数、大学院・研究中心、実践的か

つ国際水準の教育提供」をコンセプトとしています。エジ

プトでは既存の国立大学のマスプロ化が極度に進み、

特に工学系分野において高度な専門教育を実施するこ

とができなくなったため、多くの若い優秀な人材が国外

に流出しています。これを改善するための一環として、

近年は欧米諸国の大学と連携した外国系大学が新設さ

れてきましたが、すべて高額な授業料が必要な私立大

学であるとともに学部中心の教育が行われているため、

工学系分野の高等教育環境改善への効果は大きくあり

ませんでした。こうした状況の下、質の高い日本型の工

学教育が注目され、また実際に日本のトップ大学や

JICAが技術指導や研究・教育機材整備を支援すること

で、E-JUSTではエジプト既存の国立・私立大学とは全く

異なる工学教育・研究が行われています。現在は大学

院工学研究科の8専攻が開設されており、約100名の大

学院生が在籍しているほか、開学から今年の春までに

29名が修士課程または博士課程を修了しました。京大

は日本側専攻幹事大学の1つとして、2専攻(材料工学

専攻、化学・石油化学工学専攻)の教育・研究活動や専

攻運営を支援しています。 

私が特任教員として活動しているE-JUSTの材料工学

専攻は2011年2月に開設されました。現在は、修士課程 

 

4名、博士課程4名の計8名の大学院生が在籍し、彼ら

全員が出身大学の学部では機械工学を学んできていま

す。一昨年の「アラブの春」によるムバラク政権崩壊の影

響などでE-JUSTのキャンパス建設計画が一向に進まな

い時期もあり、依然としてキャンパスは未建設のままです

が、集合住宅を改装した仮キャンパスで講義を行い、実

験や実習は仮キャンパス付近にある他研究機関の一室

を間借りして行っています。近々に新キャンパス予定地

の一画に建設中の仮設実験室棟が完成し、大きな研

究・教育機材を移動させて新たな環境で実験や実習を

行う予定です。京大からは機械系専攻群と材料工学専

攻から合わせて10名の先生に支援チームに入っていた

だき、毎月のテレビ会議での専攻運営支援のほか、現

地でのリレー講義やセミナー・シンポジウム講演、研究・

教育機材に関する技術指導、スタッフや学生へのアドバ

イス、エジプトの他研究機関との研究交流など、エジプト

にお越しいただいた際には幅広くご助力いただいてい

ます。 

アレキサンドリア市内には英語が通じる店舗や施設も

多く、エジプトでの日常生活においては特に大きな不便

を感じることはありません。イスラム教では御法度のアル

コールもラマダン期間中を除けば酒屋で手に入ります。

ただ、やはりエジプトの文化は日本と大きく異なり、E-

JUSTでは「何があっても自分の正当性や非責任を主張

し続ける」エジプト人の流儀に振り回されることも多いで

す。逆に言えば、そうやって強引に口八丁手八丁で周

囲の環境を作り上げてきた者が、より大きな実績も上げ

てきているようです。このような文化の影響なのか、教

員・学生に関わらずエジプト人が行うプレゼンテーション

はどれも抜群に上手で、いつも感心してしまいます。学

生は学位の修了要件としてTOEFLで550点のスコアが

いるのですが、流暢な英語で上手にプレゼンテーション

を行う学生の多くが規定のTOEFLスコア獲得に苦しん

でいるのが本当に不思議です。 

学生は非常に熱心で、貪欲に技術を学び取ろうとして

おり、積極性という点では日本の学生と比較すると極め

て高いレベルにあります。誰もが「自分たちがこの国の

将来を引っ張っていく」という強い意識に溢れていて、特

に世界 先端の科学技術には常に高い関心を示してい

ます。その反面、エジプトの特殊な教育制度の影響も

あって数学・物理学・化学などの基礎学問の知識がとこ

ろどころ抜けている箇所があり、これらの補習や大学の

成績とは無関係の課題についてはほとんど興味を示さ

ないのが難しいところで、しっかりした基礎学問の土台が

あれば実学における応用力も格段に身に付くのにとしば

しば歯痒くなることもあります。とはいえ、エジプト高等教

育省から奨学金を得ている優秀な人材が集まっている

わけですから、学生が強い意欲をもって取り組める教

育・研究内容を熟慮して、彼らの高い能力が十分に発

揮できる環境をつくっていきたいと考えています。 

エジプト日本科学技術大学(E-JUST)設立プロジェクトのご紹介 

京都大学におけるE-JUST支援体制 
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昨年12月にようやく具体的な新キャンパス建設計画

がモルシ政権に承認されて大きな期待を寄せていたと

ころに、今年6月末の大統領就任1周年デモをきっかけ

に政権が崩壊し、皆さんもよくご存知のような情勢となっ

てしまいました。この原稿を書いている時点では、現地 

での支援がいつ再開できるか見通しが立っていませ

ん。学生への研究指導のため週に数回スカイプで現地

と連絡を取っていますが、彼らも現状に対していろいろ

な思いをぶつけてきます。何よりもまずは平穏な生活を

取り戻し、一刻も早く不安なく勉強や研究に打ち込める

状況になることを願って止みません。日本国内でのE-

JUSTの知名度は依然として低いようですが、中東・アフ

リカ地域リーダー国であるエジプトでの日本による科学

技術を通した若者育成支援が、将来の日本の国益につ

ながることを信じて活動しています。 

ぜひ 今後のE-JUSTの動向にご注目をいただければ

幸いです。よろしくお願い申し上げます。 
   

 

中村 康一氏の略歴：H6本学工学

部石油化学科卒。分子工学専攻修士

課程・博士後期課程を経て､H11本学

機械物理工学専攻助手、H16講師、

H17本学マイクロエンジニアリング専攻

講師。H18立命館大学に異動し、H21

よりチェアプロフェッサー。H23本学学際融合教育研究

推進センター特定准教授に着任。 

教員の異動 
 

転出,異動 

◆高田 滋准教授：H25.4.1 本学航空宇宙工学専 

  攻流体数理学分野の教授に昇任 

◆山田啓介助教：H25.4.1 関西大学システム理工 

 学部機械工学科の准教授に昇任 

◆菅野公二講師：H25.4.1  神戸大学工学研究科機 

 械工学専攻へ異動   
 

新任 

◆鈴木基史教授：S61京大・工・物理

工卒、S63同大学院工学研究科・修士

課程修了、 ㈱豊田中央研究所入社、

H10京都大学(工学)取得、H14.4.1本

学機械物理工学専攻助教授、H25.8.1

本学マイクロエンジニアリング専攻教

授。新しいナノ形態の制御法の開発、ナノ形態材料の

応用に関する研究に従事。愛知県出身。 

◆大塚敏之教授：H2都科技大・工・

航空宇宙卒、H4同大学院工学研究

科・修士課程修了、H7同博士課程修

了、H7筑波大学構造工学系講師、

H11大阪大学大学院工学研究科講

師、H15同助教授、H19同大学院基礎

工学研究科教授、H25.4.1本学大学院情報学研究科

システム科学専攻教授。非線形制御と 適制御の理論

と応用に関する研究に従事。東京都出身。  

◆韓 成雄助教：H12韓国東亜大・

工・化学卒、H14同大学院工学研究

科・修士課程修了、 H17東農大・生命

工学専攻博士後期課程修了、H17 

JSPS研究員(東大)、H19産総研特別

研究員、H21理研研究員、H23京大

特定研究員H25．3．1本学マイクロエンジニアリング専

攻助教。原子間力顕微鏡を用いた単一細胞、蛋白質

操作、検出技術 の研究に従事。 

 

◆平井義和助教：H14立命館大・理

工・機械工卒、H16同大学院理工学研

究科・博士前期課程修了、H19京大大

学院工学研究科・博士後期課程修了、

H19.4同・博士研究員、H21.4同学際融

合教育研究推進センター・先端医工学

研究ユニット特定助教を経て、H25.5本学マイクロエン

ジニアリング専攻助教。ナノ・マイクロ3D加工とそれを応

用したMEMSデバイスの開発に関する研究に従事。京

都府出身。 

◆藤原幸一助教：H16京大・工・工業

化卒、H18同大学院工学研究科化学

工学専攻・修士課程修了、H20日本学

術振興会特別研究員DC2、H21同博

士後期課程修了、日本学術振興会特

別研究員DC、豪Curtin大学客員研究

員、H22NTTコミュニケーション科学基礎研究所研究

員を経て、H24本学情報学研究科システム科学専攻

助教。ヘルスモニタサービス・医用デバイスの開発、生

体信号処理に関する研究に従事。広島県出身。  

◆小野寺陽平助教：H18山形大学大

学院理工学研究科・修士課程修了、

H23京都大学大学院工学研究科博士

後期課程修了、H23本学産官学連携

本部特定研究員を経て、24.10.1本学

原子炉実験所助教。中性子およびX

線散乱 による機能性材料(主に電池材料)の構造研究

に従事。宮城県出身。  

◆沖野真也助教：H18京大・工・物理

工卒、H20同大学院工学研究科・修士

課程修了、H23同博士後期課程修了、

H23三菱電機㈱先端技術総合研究所

研究員を経て、H25本学機械理工学専

攻助教。乱流や流れの安定性など、流

体力学における基礎的研究に従事。京都府出身。 
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      明石一名誉教授 訃報  

 名誉教授 明石一先生が、かねてよ

りご療養中のところ、平成25年5月6日

に、お亡くなりになりました。ご葬儀は

ご家族だけで行われました。謹んでご

冥福 をお 祈り申し上げます。 
  

京機22年会(昭22年卒)同窓会 

日時：平成25年3月25日(月)12：30～15：30 

場所：ホテルグランヴィア大阪  

出席者：8名(写真前列左より)岡田、桂、中井、村上 

(後列左より)河野、若林、宮下、竹内 

 今回は中井の卓話「ドイツ人の働きぶり」に関連して話

がはずんだ。その後出席者の近況報告で時間一杯。 

 幹事(河野)の纏めた短信集で欠席者の近況もよく分

かる。 次回は、ホテルグランヴィア大阪にて、10月28日

(月)、12：30より開会。                (中井記) 

50年会(1950年卒)同窓会 

日時：平成25年5月20日(月)11：00～14：00 

場所：大阪(社)大阪倶楽部 

当初6名の出席予定が1名体調不良で欠席(小澤、

下間、長尾、森川、福井の5名の出席、出欠の返信ハ

ガキに近況を書いて貰い近況集を配布し、欠席者には

郵送することにした。)集まるのはいつも同じメンバー数

名になってきたので、今のあり方について色々と話を

し、更に検討することにした。幹事は、福井から小澤氏

に交代した。合田、眞部の訃報があった。   (福井記)  
 

 

京機26年同窓会 

平成25年3月14日、大阪ラマダホテル花外楼で同窓

会を行いました。今回の出席者は、大塚、加藤、村上、

吉川の4名。和やかな歓談の後、10月22日に、移転し

た桂キャンパスの見学を約束して、散会しました。  

                           (吉川記) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

悟美会(1953年3月卒業(新制))同窓会 

本会の会合を本年5月13日(月)に大阪弥生会館で

開催しました。出席者は8名で初めて10名を切りまし

た。しかし、 近の話題(政局、経済、中国および韓国

との領土問題等々)について白熱した議論が交わされ、

盛会でした。 後に来年もこの頃に同所で開くことを約

して散会しました。 (記念写真撮影なし) 

 出席者は下記のとおりです。足立、宇多小路、大路、

角田、西田、村山、山田、中川(隆) 

昭和29年卒(洛友会)同期会 

 平成25年5月13日大阪倶楽部で関西地区総会を開

催しました。参加者は9名で初めて10名をきることになり

ました。 

 近の話題を賑やかに歓談しましたが、それぞれの

近況を語り始めるとどうしても健康が話題となり、苦労話

が紹介されました。桂キャンパスへの移転に関しては、

却って吉田キャンパスを懐かしむ話が多く、来の開催

場所を桂キャンパスとするかどうかについては幹事に一

任することになりました。関西地区総会とは称するもの

の他地区在住の受信希望者には毎回開催通知を出し

ており、次回は多数の参加を期待したいと考えていま

す。                         ( 岡﨑記)    

会員のページ 
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泰山会(昭和31年卒) 

 平成25年5月21日(火)午後、泰山会に、赤松、稲積、

木下、小浜、友田、永井、橋本、東、山下、山本、和中

の諸君が参加しました。大和路快速で柏原まで、日鉄

住金ファインテック㈱の油井管継ぎ手精密機械加工な

どを見学、のち大阪駅に戻り、ホテルグランビア大阪ab

の京機会メニューで懇親会、久闊を叙し歓談しました。 

 次は神戸で開催します。            (小浜記)   

 昭和46年卒(教養学部T－10組)同窓会   

 日時：平成25年7月20日(土) 18:00～21:00 

場所：料理旅館 鶴清 (木屋町5条上ル 納涼床) 

出席者：14名  

 一昨年(2011年) 11月12日(土) に The Garden Ori-

ental Kyoto で、大学卒業後初回の同窓会を開催しまし

た。2度目の今回は 鴨川に張り出した納涼床で同窓会

を開催しました。「退職後は趣味を生かした生活をした

い。孫はかわいいが世話が疲れる。」など年相応の話題

や、「セイロンから留学していたティモティ氏は現在アメリ

カに移住して、子どもさんたちと元気に暮らしている」と

いった、出席できなかった同期生の近況報告がありまし

た。次回予定：平成26年10月 、場所：京大時計台下 

「フレンチレストラン(ラトゥール)」 幹事予定：増田 豊。                  

                            (清水記) 

昭和40年卒同窓会(4040会)   

 6月8日の岡山後楽園での同窓会に多くの同窓生が

一同に集まり、学生時代の 昔を語り、現役時代を語

り、今を語り、更に未来を語り？楽しいひと時が過ごせ 

たことと思っています。前日には11名の参加でゴルフも

楽しみました。まだまだ先長く健康で明るく長生きする

人の集まりだったように感じました。 

 全員70才を超えましたが、まだ現役の人、晴耕雨読

の人、趣味やボランティア に精を出している人など自

分の人生を 後まで走り続ける元気溢れる集団だと思

いました。 これからますます自分の健康に留意して将

来に備えましょう、来年の同窓会(名古屋)で再度会いま

しょうと力強く別れました。            (福田記) 

岩井名誉教授祝賀会 

 岩井壯介京大名誉教授が平成25年春の叙勲を受け

られ、また本年が岩井先生ご退官から20年の節目にも

当たることから、叙勲祝賀会を兼ねた研究室同窓会が

新横浜駅近くで67名の参加者を集めて開催された。 

 先生は名城大学での2度目のご退官後に大病を患わ

れてリハビリを続けられていたが、当日には参加者との

歓談や御礼の言葉を述べられるまでに回復されており、

昔と変わらないお話ぶりに、同窓生一同安堵させて頂

いた。学生時代 後の多感な一時期を共有した同窓生

ならではの懐かしい気分を思い起こす至極の時間を楽

しみながら、卒寿を迎えられての再会を約束して散会と

なった。                                                  (椹木記) 

 京機会ニュース記事投稿のお願い 

 会員のページの原稿字数は150字以内(厳守)でお願いします。紙面の都合により事務局にて文章を省略

させていただく場合があります。またお送りいただいた写真(画像ファイル)は返却いたしません。ご了承下さい。  

次号(2015春号No.34)締切は12月末日です。 担当:蓮尾昌裕、富田直秀、小森雅晴、段 智子  
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 牧野俊郎教授 退職記念行事   

  

S42年卒関西同期会    

 S42年卒の京機会メンバーの関西同期会が、平成25

年6月1日にホテルグランビア大阪 19階アブで12名が

集まり開催されました。同期メンバーの近況を中心に歓

談したところ、あっという間に3時間が過ぎました。本会

は昨年初めて開催し、毎年6月の第一土曜日に開催す

ることになっています。 

 平成26年は6月7日(土)17時から同場所で行います。

関心ある方は、幹事  川合まで ご連絡ください。 

 

  H25晦日会(河本研究室同窓会)    

H25晦日会が、台風15号の襲来が懸念される中、平

成25年8月31日にホテルグランビア大阪 19階アブで開

催されました。 

晦日会になって初めての加藤氏・芝原氏の参加も

あって16名が集まりました。自由な歓談であっという間

に2時間が過ぎました。 

次回(来年)は平成26年は8月30日(土)17時から同場

所で行います。関心ある方は幹事 川合までご連絡を。  
 

平成24年度 学位授与式の風景 
  

  

 平成25年3月23･24日に、機械理工学専攻、マイクロエンジニアリング専攻(大学院)、機械システム学コース

(学部)学生全員の出席を得て学位授与式を開催しました。23日には、京機会主催でエネルギー科学研究科、

情報学研究科、エネルギー応用サブコースの学生と共に、記念パーティーを開催しました。会長、専攻長、

コース長からの祝辞、賞の授与と卒業記念品贈呈がありました。   

 機械理工学専攻・牧野俊郎教授は、平成25年3

月31日付 定年退職されました。3月20日(水･祝)に

は｢牧野俊郎教授 退職記念行事」が行われまし

た。まず 吉田キャンパス･物理系校舎･313講義室

にて 【 終講義】(「京都大学での45年を振り返っ

て」)が行われ、その後 京都平安ホテルにて 【退職

記念パーティー】が行われました。 

 多数の方々の参加を得て盛会の内に退職記念

行事を無事終えることができました。   (幹事記)  


